
ギネス女王・斉藤志乃ぶの
　“私のボウリング人生”――前編

ングブームが到来するな
かで、ようやく気持ちが
前を向いた。

「もう一度ちゃんとやろう」
と思って、当時オークラボウル
にいた奥伸一プロ（6期／
2007年病没）に基本から教わ
り直しました。それで大学を卒
業した年に、3期のプロテスト
を受けたんです。

半年間の猛練習のかい
あって、今度はみごと合
格。本人の努力の結果で
あることは間違いないが、
「カラダの使い方は同じ」
というやり投げで培った
強靭な足腰と集中力がモ
ノをいったこともまた確
かだろう。

ただ、私自身はまだプロと
しての責任感もなかったです
し、気分に波もあった。優勝
はしていたけれど、予選落ち
した試合も相当ありました。
今日はダメだなと思うと、途
中で試合を投げちゃう。若い
ころはけっこういい加減な性
格でしたね（笑）。

それでも勝ち星は順調
に積み上がっていった。
74年は28大会で4勝、
75年は23大会で6勝（全
日本Ｖ2含む）と、わずか
5年で20勝を達成。73年
秋の、いわゆる“オイル
ショック”を契機にブー
ムが衰退し、大会数が年々
減少するなかで勝率を上
げていったのは、やはり
「モノが違った」というこ
とだろう。

昔のことはあまり覚えていな
いけれど、長原さんが私のこと
をよく覚えていてくれて（笑）。
彼女が言うには「志乃ぶさんの
ボウリングは、私たちのボウリ
ングと全然違っていた」と。「や
り投げで覚えたカラダの使い方
が、スイングだとか最後の指の
立ち具合にまで反映して、たぶ
んすべてがほかの人と違ってい
たんだよね」と、よく言ってい
ました。記者さんたちとは違う
視点で私のボウリングを見てく
れていましたね。

る。業界がズドンと落ち
込んでしまったこの時期、
志乃ぶプロはどんな思い
でいたのだろう？

大会が減ってヒマになっ
ちゃったとき、ゴルフを始め
たんですよ。ＪＢＣにすごく上
手なアマチュアの男性がいて、
その人たちと一緒にラウンド
したり。私も割と上達が早く
て、正直「ボウリングを辞めて
ゴルフに行こうかな」と思っ
たこともありましたね。でも
「今さら下積みから始めるのは
無理だな」と（笑）。

改めてボウリングに向
き直った志乃ぶプロは、
さらにハイペースで勝ち
まくっていく。77年は全
13大会で入賞し、全日本
Ｖ3を含む3勝。78年も3
勝（15大会）し、79年
（18大会）は全日本Ｖ4を
含む4勝を挙げて通算30
勝を突破した。
当時の最大のライバル

といえば、優勝決定戦の
舞台で幾度も迫真の好勝
負を繰り広げた後輩の杉
本勝子プロ（4期）だろう。

杉本さんは私と好対照のタ
イプで、対戦するのが楽しかっ
たですね。私もポーカーフェ
イスというわけではないけれ
ど、闘志をムキ出しにしてく
る杉本さんに対して「あっちが
動なら、こっちは静でいこう」
と、逆に自分のスタイルを意
識していました。「シラ～っと
して投げれば、向こうはカッ
カするだろうな」とか、そん
なことまで考えながら投げて
いた時期もありましたね（笑）。

翌80年は国内で1勝
（15大会）にとどまるも、
本場アメリカに遠征して1
勝（エボナイトオープン）
し、10年間の通算勝利数
は33に。しかし翌81年、
志乃ぶプロは11年目にし
て初めてシーズン未勝利
の屈辱を味わうことにな
る――。

（以下次号）

肘の故障が転機に
志乃ぶプロが学生時代

（群馬・太田女子高－日本
体育大学）、やり投げの選
手だったことはよく知ら
れた話。群馬県下ではトッ
プクラスの記録を有し、
インターハイやインカレ、
国体など学生アスリート
の晴れ舞台で活躍した。
ボウリングとの出合い

は、本人曰く「たしか高校
2年のとき」で、西暦でい
えば1965年（昭和40
年）。ブーム前夜、群馬県
にもボウリング場が複数
誕生したころだ。

友だちと遊びで投げ始めたこ
ろは、ガターもするし、うまく
投げられなかったから「ボウリ
ングはつまらない」と思いまし
たね。ボールに力はあるんだけ
ど、レーンの上をうまく転がっ
てくれない、みたいな（笑）。
でも、遊びで投げている女の
人の中にも、上手な人がけっこ
ういたんですよ。「あの人にで
きて、どうして私にはできない
んだろう？」という悔しい気持
ちがあって、大学に進学してか
らも投げに行っていました。

大学1、2年のころ、オーク
ラボウルには社長の大蔵満彦さ
んをはじめ、ＪＢＣで活躍して
いたアマチュアの選手がたくさ
んいました。そういう人たちが
「こいつ、力がありそうだな」
と思ってくれたのか、いろいろ
親切に声をかけてくれるなかで
投げる環境にあったんです。
リーグ戦にも誘われたりして。
ちょうどそのころにやり投げ

で肘を痛めたこともあって、本
格的にボウリングをやろうと考
えるようになりました。

そんな折、69年5月に
女子プロ1期生13名が誕
生。進むべき道が明確に
なったことで、自身もＪＢ
Ｃの群馬県連に入会し、
より一層ボウリングに打
ち込むようになる。腕前
も上達の一途をたどり、
一度ＪＢＣ主催のリーグ
戦で優勝したときのアベ
レージは200を超えたと
いう。

そのとき学生だった長原京
子さん（2期）が、都連の事務
局で各支部から上がってくる記
録を管理するアルバイトをして
いて、「女子で200アベなんて
凄い！」と驚いたそうです（笑）。

本格的に始めて
1年足らずでした
が、大学3年のと
き、力試しのつも
りで私も2期のプ
ロテストを受けま
した。1次の最終
日までいったけれ
ど、64ピンぐら
い足りなくて不合
格。ダメ元で受け
たのにガッカリし

て、それから半年くらい投げな
かったですね（苦笑）。

70年8月、1期生の中
山律子プロがＴＶカメラ
の入った東日本月例会の
優勝決定戦で女子プロ第
1号のパーフェクトゲーム
を達成。爆発的なボウリ

「若いころはけっこう
　　いい加減な性格でしたね（笑）」

5年目で20勝達成

海外での2勝を含む通算74勝は、かのギネスブックが
認定する女子プロ世界最多勝記録。日本が誇る世界の女
王・斉藤志乃ぶプロは古希を過ぎ、グランドシニアとなっ
た現在も年間10大会前後のレギュラーツアーに出場し、
元気な姿を見せてくれている。彼女の全盛期を知らない
若いボウリングファンのために、その偉大なる足跡を、
本人とともに今一度振り返ってみたい。
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▲学生時代はやり投げの選手として活躍（写真は
　高校2年時の群馬県春季大会）

デビューイヤーはブー
ムの絶頂期。新人プロが
参戦できる下半期のツ
アーだけで36大会もあ
り、志乃ぶプロは9月のダ
リア杯、12月の全日本ク
イーンズを制して早くも
両目を開ける。
翌72年は51大会で5
勝、73年は32大会で3勝
を挙げ、3年目で早くもＶ
10に到達。そのうちの1
勝は国内最高峰のタイト
ル、全日本女子プロ選手
権での初勝利だった。
「新人時代は1期生の背
中を夢中で追いかけてい
た」と志乃ぶプロ。だが、
いちばん憧れていたのは
“花のトリオ”（須田開代
子、中山、石井利枝）の3
人ではなく、女子プロ野
球出身の海野房枝プロだ
という。

ボウリングへの向き合い方
や普段の言葉遣い、後輩を叱
咤する様子など、プロとして
の姿勢を尊敬していました。
海野さんを尊敬しているとい
うだけで、私に対するほかの
プロの見方が違ったみたいで、
先輩方にはけっこう可愛がっ
てもらいましたね（笑）。

▲「1期生の背中を夢中で追いかけて
　いた」若手時代、ボウラーズベンチ
　で須田開代子（95年病没）、中山律
　子両プロと語り合う
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さいとう・しのぶ／ 1948 年 9 月 5 日生まれ、
群馬県出身。161 ㌢ 57 ㌔、右投げ。71 年プロ
入り（3 期・ライセンス№64）。通算 74 勝（米
国での 2 勝含む）。公認パーフェクト 3 回。㈱ア
メリカンボウリングサービス（ＡＢＳ）所属。

大学時代に通ったのは、
腕達者なボウラーが大勢
投げにきていた世田谷
オークラボウル。そのな
かには、彼女のボウリン
グを見て未開花の素質に
気付いた“目利き”の人間
もいた。

ゴルフ転向も考えた
76年、女子プロの大会
数は13にまで激減。同年
は志乃ぶプロも1勝に終わ
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